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ち
は
、
進
学
の
た
め
に
島
外
へ
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

一
人
暮
ら
し
は
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
負
担
が
大
き
い
た
め
、
子
ど

も
の
進
学
に
合
わ
せ
て
島
を
離
れ
る
保
護
者
も
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
は

つ
ま
り
、
人
口
流
出
や
伝
統
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
自
治
組
織
、
郷

土
へ
の
愛
着
意
識
な
ど
の
弱
体
化
を
も
た
ら
し
、
地
域
を
衰
退
さ
せ
る

可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

平
成
二
一
年
に
沖
縄
県
教
育
員
会
よ
り
「
園
芸
科
の
廃
科
」
の
提
案

が
な
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
状
況
に
危
機
感
を
持
ち
、
行

政
・
高
校
・
民
間
か
ら
な
る
「
久
米
島
高
校
を
考
え
る
会
」
が
立
ち
上

が
り
、
園
芸
科
の
存
続
と
高
校
全
体
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
高
校
魅
力
化
」
と
し
て
発
展
し
、
町
が
本
格
的

に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
同
二
五
年
の
こ
と
で
す
。

町
の
考
え
る
「
高
校
魅
力
化
」
と
は
、
高
校
環
境
を
よ
り
良
い
も
の

魅
力
化
の
発
端
は
園
芸
科
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み

沖
縄
県
久
米
島
町
は
、
那
覇
市
の
西
方
約
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

東
シ
ナ
海
上
に
位
置
し
、
島
の
随
所
に
優
れ
た
景
勝
地
を
有
し
て
い
ま

す
。
歴
史
的
、
文
化
的
遺
産
や
風
土
景
観
に
も
恵
ま
れ
、
島
全
体
が
県

の
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
六
年
一
〇
月
現
在
の
町
の

人
口
は
七
一
六
四
人
で
す
。

島
唯
一
の
高
校
で
あ
る
沖
縄
県
立
久
米
島
高
等
学
校
は
、
那
覇
・
泊

港
か
ら
の
フ
ェ
リ
ー
が
発
着
す
る
兼か

ね

城ぐ
す
く

港
の
す
ぐ
南
東
に
位
置
し
、
目

の
前
に
は
美
し
い
海
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
学
年
の
定
員
は
、
園
芸

科
四
〇
名
（
一
ク
ラ
ス
）、
普
通
科
八
〇
名
（
二
ク
ラ
ス
）
の
合
計
一
二
〇

名
で
す
が
、
近
年
で
は
定
員
割
れ
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

も
し
高
校
が
地
域
か
ら
な
く
な
れ
ば
、
中
学
を
卒
業
し
た
子
ど
も
た

地
域
全
体
で

子
ど
も
の
教
育
を
支
え
る
島

沖
縄
県
久
米
島
町
企
画
財
政
課

　
江
口 

翔
太

実 

践 

報 

告
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令和6年度離島留学生「じんぶん館」入寮式。

に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
「
行
き
た
い
」、
親
御
さ
ん
が
「
行
か
せ
た

い
」、
教
師
が
「
赴
任
し
た
い
」、
地
域
が
「
活
か
し
た
い
」
と
思
え
る

よ
う
な
学
校
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

地
域
に
活
力
を
与
え
る
留
学
生

平
成
二
六
年
度
よ
り
、「
離
島
留
学
」
と
し
て
島
外
か
ら
の
入
学
生
募

集
を
始
め
ま
し
た
。
開
始
当
時
、
久
米
島
高
校
に
は
学
生
寮
が
無
か
っ

た
た
め
、
ま
ず
は
身
元
引
受
人
の
家
庭
に
留
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す

る
「
里
親
制
度
」
で
の
受
け
入
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
留
学
生

の
中
に
は
、
島
に
住
む
親
族
や
親
せ
き
が
里
親
と
な
る
ケ
ー
ス
や
、
保

護
者
も
一
緒
に
移
住
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

離
島
留
学
開
始
か
ら
三
年
目
と
な
る
同
二
八
年
四
月
に
、町
営
寮「
じ

ん
ぶ
ん
館
」
が
完
成
し
ま
し
た
。「
じ
ん
ぶ
ん
」
と
は
、沖
縄
の
言
葉
で

«

知
恵»

と
い
う
意
味
で
、
多
く
の
生
徒
が
こ
こ
で
切
磋
琢
磨
し
、「
じ

ん
ぶ
ん
」
を
身
に
つ
け
世
の
中
に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
六
年
度
は
、
全
国
各
地
か
ら
や
っ
て
来
た

離
島
留
学
生
二
六
名
が
寮
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
離
島
留
学
生
た
ち
は
積
極
的
な
生
徒
が
多
く
、
部
活
動

を
立
ち
上
げ
た
り
、
生
徒
会
活
動
や
校
外
探
究
活
動
を
行
な
っ
た
り
と
、

地
元
の
生
徒
た
ち
に
良
い
刺
激
を
与
え
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
催
事
に
出
店
し
た
り
、
地
域
清
掃
や
伝
統
行
事
に
参
加
す
る
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な
ど
、
島
の
住
民
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う
機
会
も
多
く
、
地
域
の
活
力

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

学
力
、
社
会
人
基
礎
力
の
向
上
に
む
け
て

寮
の
開
所
と
同
時
に
、
町
営
塾
「
久
米
島
学
習
セ
ン
タ
ー
」
も
じ
ん

ぶ
ん
館
へ
拠
点
を

移
し
ま
し
た
（
令

和
二
年
町
営
図
書
館

「
ほ
ん
の
も
り
」一
階

に
再
度
移
転
）。
塾

で
は
、
学
校
の
定

期
テ
ス
ト
や
大
学

入
試
な
ど
生
徒

個
々
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
た
個
別
指
導
が

行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
運
営
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
四

名
の
講
師
が
担
い
、

各
塾
生
に
沿
っ
た
学
習
が
で
き
る
環
境
を
整
え
、
進
路
実
現
な
ど
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

久
米
島
学
習
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
ゼ
ミ
形
式
の
授
業

「
ち
ゅ
ら
ゼ
ミ
」
で
す
。
こ
れ
は
「
学
び
に
ハ
マ
る
」
な
ど
、特
定
の
テ

ー
マ
を
設
け
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な

い
な
が
ら
、
伝
え
る
力
や
聴
く
力
、
問
題
解
決
の
方
法
な
ど
を
学
ぶ
授

業
で
、
進
路
選
択
や
変
化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
「
社
会

人
基
礎
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

島
全
体
の
教
育
支
援
を
見
据
え
た
塾
の
運
営
を

以
下
に
、
久
米
島
学
習
セ
ン
タ
ー
の
須
崎
悠
貴
塾
長
の
お
話
を
紹
介

し
ま
す
。

―
―
久
米
島
学
習
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
学
習
セ
ン
タ
ー
）
は
、
久
米
島
高

校
に
通
う
高
校
生
向
け
の
町
営
塾
で
す
。
久
米
島
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
「
島
の
教
育
は
島
全
体
で
応
援
す
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、

平
成
二
七
年
に
高
校
の
一
角
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
塾
は
、「
学
習
指
導
」「
キ
ャ
リ
ア
指
導
」「
高
校
連
携
」
と
い
う
三

つ
の
柱
を
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
習
指
導
で
は
、
日
頃
の
定

期
考
査
対
策
か
ら
受
験
対
策
ま
で
幅
広
く
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
英
検
を
は
じ
め
と
す
る
検
定
対
策
、
キ
ャ
リ
ア
指
導
な
ど
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
高
校
連
携
に
お
い
て
は
、
お
も
に
高
校
の
進
路
指
導

公営塾「久米島学習センター」で自習に取り組む高校生たち。
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部
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
三
年
生
に
対
す
る
受
験
指
導
や
放
課
後
の

自
習
室
運
営
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
利
用
者
数
は
三
〇
名
程

度
で
、
高
校
全
体
の
約
二
割
に
当
た
り
ま
す
。

学
習
セ
ン
タ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
は
、
大
き
く
二
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
生
徒
に
対
し
て
学
習
環
境
を
提
供
で
き
る
こ
と

で
す
。
久
米
島
高
校
は
、
一
九
時
完
全
下
校
で
す
が
、
学
習
セ
ン
タ
ー

は
二
一
時
ま
で
開
講
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
部
活
動
な
ど
を
終
え

た
生
徒
で
あ
っ
て
も
、
本
人
次
第
で
十
分
に
塾
で
学
習
す
る
時
間
が
あ

り
ま
す
。
久
米
島
町
に
は
、
都
心
の
よ
う
に
放
課
後
に
立
ち
寄
っ
て
勉

強
で
き
る
よ
う
な
場
所
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
学
校
の

近
く
に
位
置
し
、
夜
遅
く
ま
で
開
講
し
て
い
る
学
習
セ
ン
タ
ー
の
存
在

意
義
は
大
き
い
は
ず
で
す
。

二
つ
目
は
、
進
学
希
望
の
生
徒
に
対
し
て
よ
り
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト

が
可
能
で
あ
る
こ
と
で
す
。
久
米
島
高
校
の
卒
業
生
は
、
毎
年
度
お
お

よ
そ
約
六
割
の
生
徒
が
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
進
学
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
約
八
割
は
、
総
合
型
選
抜
お
よ
び
学
校
推
薦
型
選
抜
に
よ

っ
て
進
路
が
決
ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
高
校
三
年
間
の
活
動
実
績
を

活
用
し
て
合
格
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
点
を
鑑
み
、
総
合
型
・
学

校
推
薦
型
選
抜
の
入
試
対
策
を
行
な
っ
た
り
、
一
年
次
か
ら
入
試
を
見

据
え
た
活
動
実
績
を
残
せ
る
よ
う
に
、
検
定
取
得
を
推
進
し
た
り
、
課

外
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
学
校
の
先
生
方

は
、
毎
日
の
授
業
や
校
務
な
ど
に
忙
殺
さ
れ
て
お
り
、
放
課
後
の
指
導

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
学
習
セ
ン
タ
ー
が
補
完
す
る
こ
と
で
、

生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

学
習
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
の
特
徴
は
、
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
へ
の

進
学
を
目
指
す
生
徒
が
多
い
こ
と
で
す
。
彼
ら
は
、
学
校
内
で
も
比
較

的
に
学
力
が
高
く
、
学
習
や
課
外
活
動
に
対
す
る
取
り
組
み
姿
勢
も
積

極
的
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
学
習
に
対
す
る
苦
手
意
識
が
強
い
生
徒
や
、
家
庭
環
境
に
よ

り
学
習
し
た
く
て
も
で
き
な
い
生
徒
な
ど
が
い
る
の
も
事
実
で
、
こ
の

よ
う
な
現
状
は
、
高
校
に
限
ら
ず
義
務
教
育
に
お
い
て
も
同
様
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
習
セ
ン
タ
ー
は
「
町
営
塾
」
と
し
て
島
の
教

育
実
態
を
捉
え
、
そ
の
教
育
支
援
を
高
校
か
ら
島
全
体
へ
と
視
野
を
広

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
高
校
に
お

い
て
就
職
支
援
を
実
施
し
た
り
、
授
業
に
お
け
る
先
生
の
補
助
役
と
し

て
授
業
支
援
を
行
な
う
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

令
和
五
年
度
よ
り
進
路
指
導
部
を
は
じ
め
先
生
方
と
連
携
す
る
機
会

が
増
え
、
生
徒
へ
の
学
習
指
導
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
う
面
で
は
、
足

並
み
が
揃
っ
て
き
た
感
覚
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
高
校
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
島
の
子
ど
も
た
ち
に
支
援
し
て
い
く

か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
議
論
す
る
余
地
は
あ
り
ま
す
。
地
域
全
体

が
島
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
考
え
、
応
援
す
る
と
い
う
当
初
の
構
想

に
立
ち
返
る
必
要
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん—

。
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島
を
想
う
人
材
の
育
成
に
向
け
て

じ
つ
は
筆
者
自
身
も
久
米
島
町
の
離
島
留
学
制
度
を
利
用
し
、
久
米

島
高
校
で
三
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
（
平
成
二
九
年
度
卒
業
）。
中
学
ま
で

福
岡
県
で
過
ご
し
、
高
校
か
ら
親
元
を
離
れ
て
一
人
で
沖
縄
の
離
島
に

行
く
こ
と
に
、
期
待
と
不
安
の
両
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く
違

う
環
境
で
生
活
し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
勝
り
、
久
米
島
高
校
進
学

を
決
め
ま
し
た
。

三
年
間
の
う
ち
、
最
初
の
一
年
間
は
里
親
さ
ん
の
も
と
か
ら
通
学
し
、

残
り
の
二
年
間
は
じ
ん
ぶ
ん
館
で
過
ご
し
ま
し
た
。久
米
島
高
校
は
、生

徒
数
こ
そ
少
な
い
で
す
が
、
勉
強
し
や
す
い
環
境
だ
と
感
じ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
先
生
や
生
徒
同
士
の
距
離
が
近
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
や
す
い
こ
と
も
居
心
地
が
よ
く
、
充
実
し
た
学
校
生
活

に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

里
親
さ
ん
の
家
や
寮
で
の
生
活
で
は
、
人
へ
の
気
遣
い
や
他
人
へ
の

思
い
や
り
な
ど
大
事
な
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。
高
校
生
活
の
三
年
間
で
、

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
経
験
と
仲
間
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
今
の

自
分
の
人
生
に
大
い
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
里
親
さ

ん
や
寮
の
仲
間
、
寮
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
す

べ
て
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
久
米
島
高
校
で
は
、
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
な
げ
る
べ

く
、「
キ
ラ
人び

と

講
話
」
と
し
て
、町
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
講
師

と
し
て
招
き
、
講
演
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
リ
ア
ル
な
人
生
経
験

を
聞
く
こ
と
で
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
け

る
場
と
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
進
路
や
生
き
方
を
考
え
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
講
師
は
、
島
出
身
の
大

「キラ人講話」で地域の方を講師に招いてのキャリア教育。
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江
口 

翔
太
（
え
ぐ
ち 

し
ょ
う
た
）

久
米
島
町
企
画
財
政
課
。平
成
一
一
年
福
岡
県
福
岡
市
生
ま
れ
。平
成
二
七
年
よ
り
久
米
島
高
校
に

離
島
留
学
し
た
こ
と
を
機
に
、大
学
卒
業
後
、令
和
四
年
に
久
米
島
町
役
場
入
職
。移
住
・
定
住
や

空
き
家
利
活
用
の
促
進
に
取
り
組
む
。趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
。

組
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。離
島
留
学
生
に
限
ら
ず
、高

校
魅
力
化
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
久
米
島
高
校
の
卒
業
生
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
将
来
、
久
米
島
に
戻
っ
て
地
域

の
た
め
に
働
き
た
い
、
と
い
う
卒
業
生
が
一
人
で
も
多
く
出
て
き
て
く

れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。�

■

─学校長からの言葉─
生徒・学校・地域のための
魅力化プロジェクト

　久米島高校の基本的な教育方針について、離島で
も沖縄本島や本土の子たちに負けないだけの力をつ
けて送り出していこう、という考えのもと学校を運営し
ています。部活動などは、活動をする上での制約もあり
ますが、学力や生活態度は、離島だからというハンデ
が無いように取り組んでいるところです。
　久米島高校に入学する生徒は、小さいころからとも
に過ごしてきた島内生に、島外から親元を離れてきた
離島留学生が加わります。お互いに当たり前だと思っ
ていたことが覆るようなことも日常茶飯事です。出会っ
たばかりの時期は、意見がぶつかったり距離を置きが
ちになることもありますが、徐々にお互いの良さを理解
し、尊重し合う姿が見られるようになります。
　離島留学生たちは、家族から離れて久米島の方 と々
接することで、人のありがたみを地元にいる時よりも深
く感じているように思います。実家暮らしで親が家事
をしてくれて、自分は帰宅したらご飯を食べて寝る、と
いう生活をしている高校生は多いと思いますが、離島
留学生は自分のことは自分で行なう生活を送っていま
す。彼らの姿を島内生たちが見ることで、良い刺激にな
っているようです。久米島へ送り出す親御さんの不安
は大きいとは思いますが、自立した生活は卒業後に大
きな力になってくれるでしょう。
　じんぶん館での生活において、寮生同士で衝突する
ことは、時には必要だと思います。学校でも同様です
が、生徒たちそれぞれに個性があり、各々の考えがぶ
つかることは、彼らの人間力の形成に役立ちます。
　学習センターでは、地域おこし協力隊の方たちが塾
の先生として、いろいろなことを教えてくれています。
彼らの人生経験を話してくれたり、学校の先生ではな
いからこそ相談できることもあるのだと思います。われ
われ教師とともに、面接や小論文の指導もしていただ
けるのは、非常にありがたいことです。また、時には子
どもたちの心のケアなどにも気を遣ってくれており、思
春期の高校生の生活指導や面倒を見るのは本当に大
変なことだと、とても感謝しています。
　現在、魅力化プロジェクトは、さまざまな立場の方
たちがそれぞれの思いで活動されているように感じま
す。それらをつないで、久米島の子どもたちや、久米島
高校のためになる魅力化とは何なのかを考えていきた
いです。
� （沖縄県立久米島高等学校校長　阿波連�守）

学
生
や
専
門
学
生
、
農
家
や
社
会
福
祉
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
な
ど
で
、
職
種
や
業
界
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
筆
者
自
身

は
、
高
校
卒
業
後
、
沖
縄
本
島
の
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
経
験
か
ら
久
米
島
の
た
め
に
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
、
卒
業
後
に
島

へ
戻
り
、
現
在
は
久
米
島
町
役
場
の
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

高
校
の
生
徒
数
の
減
少
に
な
か
な
か
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中
で
、

「
久
米
島
で
学
び
た
い
」と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
教
育
の
機
会
や
質

を
守
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
今
後
も
島
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
し
、
高
校
魅
力
化
の
取
り


